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第8期せっつ高齢者かがやきプラン施策体系

1. いつまでも健康で、生きがいをもって暮らせるま
ちづくり【介護予防と健康づくり】

2. 住み慣れた地域で、安心して生活ができるまちづ
くり【在宅生活・日常生活の支援】

3. 地域包括ケア体制が確立しているまちづくり【地
域ケア体制の整備】

4. 認知症になっても安心して暮らせるまちづくり
【認知症施策の充実】

5. 介護が必要になっても暮らせるまちづくり【介護
サービスの充実】
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【１】介護予防と健康づくり

健康づくりグループ活動発表会の再開

一部委託型つどい場の増回等

「元気リハビリ教室」の安威川以南圏域での開始
に向けた調整
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健康づくりグループ活動発表会の再開

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止し
ていた健康づくりグループの活動発表会を４年ぶ
りに再開しました。
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一部委託型つどい場の増回等

 第10集会所でのつどい場について、11月から午前・
午後の2部制としました。（午後を増回）

 これまで参加していた方は、以前と同じ時間帯である
午前中の参加が多いですが、午後の時間帯に余裕があ
り、新しい参加希望者の受入れが可能になっています。

 オンラインつどい場の試行的実施については、新型コ
ロナウイルスの取扱いが5類に移行したことを踏まえ、
運営方法について検討を行いました。

 これまでにつどい場に参加したことのない方に、オン
ラインつどい場を体験してもらうことで、新たなつど
い場の参加者になってもらえるよう、6年度開催に向
けて、担い手と調整中。
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「元気リハビリ教室」の安威川以南圏域での
開始に向けた調整
 現在、保健センターで実施している「元気リハビリ教室」
について、安威川以南圏域でも実施ができるよう、場所の
検討を行いました。

 令和6年度中に、安威川以南圏域の1か所で、保健センター
職員が出向く形で「元気リハビリ教室」を開始する予定で
す。
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【２】在宅生活・日常生活の支援

緊急通報装置の制度の拡充

配食サービス（昼食）の提供事業者の公募
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緊急通報装置の制度の拡充

緊急通報装置について、7月から下記の表のとおり
変更し、制度を拡充しています。

（変更の内容）
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6月まで 7月から

貸与対象者
（世帯）

• ひとり暮らしの高齢者
(昼間のみひとり暮らし含む)

• ひとり暮らしの高齢者
• 高齢者のみの世帯
（どちらも昼間のみ上記になる
世帯を含む）

貸与要件
• がん、心疾患、脳血管疾患等
の急変の恐れがある持病があ
ること

（要件の撤廃）

設置形態 • 固定電話回線を要する設置型
• 固定電話回線を要する設置型
• 固定電話回線を要しない携帯
型(固定電話のない世帯対象)

※広報せっつ7月号で拡充についてお知らせしています。



配食サービス（昼食）提供事業者の公募

配食サービス（昼食）の提供事業者について、プロ
ポーザル形式での公募を行いました。

新しく決定した事業者と打合せを行い、カロリー・
塩分調整食などの特別食の対応が可能になりました。
（内容は下記の通り）

ただし、本人負担について、普通食は1食400円で
すが、特別食は1食600円となります。
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【特別食の内容】

○カロリー・塩分調整食 ○たんぱく・塩分調整食

○やわらか食 ○ムースセット食 ○消化にやさしい食

※普通食と比べて栄養価の調整等が行われているものの、

疾病の治療を目的としたものではございません。



【３】地域ケア体制の整備

個別ケース会議の考え方について、ケアマネジャー
部会で説明会を実施。

「気持ちノート」を発行

人生会議についての市民向け講座を開催

多職種連携研修会を再開
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個別ケース会議に関するケアマネジャー向け説明会

 ケアマネジャー部会の際に、地域ケア会議 個別ケース会
議の目的や考え方について、説明会を行いました。

 令和5年度は、2月末現在で１１回の個別ケース会議が開催
されています。
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「気持ちノート」を発行

 元気な間から医療やケアについて考える
きっかけを作っていただくため、医療関係
者や介護関係者の協力のもと、「気持ち
ノート」を作成しました。
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 「気持ちノート」は、お薬手帳サイズとなっており、お薬
手帳とともに、日頃から持ち歩いていただくように、啓発
をしています。

※ 令和5年1月に官民協働形式で発行し、
好評であったエンディングノートは、
令和6年1月に部数を増やして再度発行
し、公共施設等で配布をしています。

（冊子のデザインが変更になっています）



人生会議についての市民向け講座を開催

人生会議の普及・啓発を目的に、済生会吹田病院と
の共催で、市民向け講座を開催しました。
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講座参加者には、エンディング
ノートや気持ちノートと、気持
ちノートを持ち歩くお薬手帳入
れを配布しました。



多職種連携研修会を再開

令和2年度以降、新型コロナウイルスの感染拡大防
止のため中止としていた「多職種連携研修会(※)」
について再開をしました。

※医療と介護の連携促進のため、医療関係者と介護関
係者が一堂に会して実施する研修会。
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【４】認知症施策の充実

認知症ケアパスを改訂

図書館と連携した認知症啓発活動を実施

本人交流会を実施
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認知症ケアパスを改訂

市役所や公共施設だけでなく、
医療機関や薬局等にも協力い
ただき、認知症ケアパスを設
置しました。
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図やイラスト等を活用し、情報を整理することで、
見やすい内容に工夫しました。



図書館と連携した認知症啓発活動

特別展示として市民図書館と鳥飼図書センターにて、
認知症に関する本の展示や認知症支援として取り組
んでいる活動の紹介等を行いました。

体験型のイベントとして、小学生以下の子どもを対
象に認知症マフ作りを実施しました。当日は７名の
子どもの参加がありました。
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本人交流会

 「認知症かもしれない」と
いう方や認知症の診断を受
けた方（以下、本人）と、
その家族の交流会を実施し
ました。

 本人3人と家族等3人の参加
がありました。

 参加者からは「楽しかっ
た」「もっといろんな話を
聞きたかった」「皆さんの
笑顔を見て、私も笑顔にな
りたいと思った」等の感想
がありました。
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【５】介護サービスの充実

介護の日イベントの開催

介護サービス事業所等物価高騰対策支援金を交付
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介護の日イベント

令和４年度に規模を縮小しての会場開催を再開し
た「介護の日イベント」について、令和５年度で
はステージでの催しや体験ブースなどの集客型も
加え、おおむねコロナ禍前の内容で実施しました。
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介護サービス事業所等物価高騰対策支援金

物価高騰が続く中で、その影響を受けている市内
の介護サービス事業所に対して、事業の継続と経
営の安定化を図るため、支援金を交付しました。

また、申請する事業所の負担軽減のため、令和4年
度に申請をしていた事業所に対しては、受取拒否
や振込口座の変更がない場合には、手続き不要で
の交付を行うプッシュ型での交付を行いました。
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令和5年度の取組（総括）

新型コロナウイルスの位置づけが5類感染症に移行
したことにともない、人の集まる研修会・会議・
イベントについて、おおむねコロナ禍以前の活動
が再開できてきています。

市民調査でニーズが多かった緊急通報装置の制度
の拡充や、今後の不安として多かった終活（人生
会議）に関する啓発など、昨年度の調査から得ら
れた結果をもとに、制度の見直しや啓発を実施し
ました。
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令和6年度に向けて

研修会やイベントなどの人の集まる取組を継続す
るとともに、より多くの人に参加いただけるよう
にしていきます。

高齢者の参加できる活動についての情報収集を行
い、外出や参加を促します。

市民同士の支え合いの活発化や、個別ケース会議
を通じた支援者間の関係づくりなど、人のつなが
りを通じた支援を行っていきます。

介護保険制度の改正については、適宜関係機関と
情報共有や打ち合わせを行い、適切に対応してい
きます。 23


